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こされるすべて トラブルにたいして、結婚がまず最初の治療法になる。第二の治療法として、医者は、 「女性と親しくつき合うこと」をこれに加 る。要するに、生殖器の働きが不調に陥ったら、治療目的の性交がぜひとも必要 るのである。著しく淫奔な一部の女性は、妊娠 よって治療の効果が高まるばあいがある。動物の雌も、妊娠によって発情が治まらないだろうか？ラルマン教授によれば 生殖器官の「規則正しい使用」だけが 「有害な習慣」や不随意な精液漏 治療を可能にするという。もちろ
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ンド医師は書いている。リスフ ン 一連の障害に悩むひとりの女性を思い浮かべている。 「性的欲望が、夜中であろ おかまいなしに彼女に取り憑き、彼女を責めさいなみ、安眠を許さない。頻度に差こそあれ、たいが が中途半端で きにはたいへん苦しいエロティックな夢を見て、彼女は疲労する。こうなると、しかるべき用心を十分にしたうえで 夫婦関係を試みる とがどうしても必要になってくる。この関係 うまくゆく可能性はある」 。シヴィアル医師は大方の同業者よりも先を行っていて 自分の能力に疑念を抱いて る男性には、女性と親 くつき合う他に、お試し結婚を勧めて る。これでおぞましい夜 予防で る。 最も道徳的な方法とはいえな が、最も確実 方法である」 、とこの専門家は述べている。 「あらゆる障害が関係してい
る（４）
」のは最
初の行為だから、平穏な裡に試みがなされれば 男 が結果 気に病むことは少なく る。利点はまだあ 。この移行期間のおかげで、女性も性的な能力とコツを身につけることができるのである。 「ここまで来れば」 あとは「お互いの欲求 相談しながら実
行の日を調整するだけでよい」 。これで「結婚を勧めることができる」 。結婚が「障害の改善を完璧にしてくれるだろう」 。
いずれにせよ、結婚はそれだけでさまざまな病理を治癒する可






















を見てみよう。この療法に外科医が関わ ことはほとんど い。せいぜい、膣閉塞や包茎の改善のために切開術を行なう きくらいである。一方これにたいし、さまざまな機能障害 整形外科によって緩和する必要があるとき、一部の専門家、なかでも最も優れたモンダ医師は、溢れんばかり 想像力を示している。男性が外傷性障害によってペニスを失ってしまったときには、これを代用品で補わなければならな 。陸軍中佐Ｌ． はヴァグラムの戦い
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に苦しんでいてた二十六歳の若者に「わたしが彼のため 作らせたある器具を肛門に装着してみるよう」勧め 、と書いて る
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あい、ルボーは他の多く 同業者と同じく、子宮 押し戻すためにペッサリーを使用する とどめている。
幸いなことに、あらゆる不全症の症例において整形外科手術が
必要というわけではない。もっとも おそらくお気づき うに、ここまで引用した事例は貴族や高位軍人、 きには外国人や若い学生のそれ ある。つまり、だれもかれもが考案さ た補助器具を手 できるわけではない。勢い、医者は、古代の健康管理術に忍び込んでいる単純な措置にあれこれ頼って夫婦 性的ボルテージを高め、弛緩した器官を強化するしかない。臨床医はしたがって、それが休眠状態から来ているのか、器官の疲労から来
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た、 「金めあての贅沢な治療 考えられていたこう た治療」に出費できるだけの経済的余裕がない者もいた。 の は、それだけの出費を容易に賄える人たちに任せた方が良 で ないか、とサント＝マリーは結論し、この高価な治療は、今のところほとんどなされていないと指摘している。
ミルク以外で体を暖める食品を摂取する方法がより一般的だっ
たようだ。そのリストは長 。 「興奮性 食品」 、 「滋養のあ コ
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ンソメ・スープ」 、 「きわめて消化の良いエキス」など、 「内臓系を刺激する」働きのある食品である。最も簡便なのが、滋養がとくに豊富だとされる料理で これには、卵、クリーム、魚 エイやサメといった「軟骨魚類」 、その他の魚の白子や、イカ 牡蠣、タマキガイ、タコといった軟体動物が含まれ とくに寒 季節には、魚は塩分と、リンをとりわけ多く含ん おり、好色さの不足しがちな人には適している。
タマネギ、エシャロット、ネギ、アーティチョーク、キクイモ、













ションあるいはペッサリーとして使うと、女性 ばあい、催淫剤になると書かれている。麝香、竜涎香 霊猫香といった芳香性の物質も同じ効果をもつ。より一般的なものでは、発情期 あらゆる哺乳動物の外陰部から出る体液があるが、これ 男 器の臭いが女性の感覚に訴えるのと同じ効果を 男性にたいして訴えると考えられていた。
残るは、ドロップ、軟膏、ローション、シロップ、マーマレー
ドなど、とくに大道薬売りによって大量に市中に出回って た品々の果てしな リストである。医者はこれら 警戒しておりこうした調合薬の かでも最も広く知られている「ヴェネツィアン・ドロップ」とイタリアからの輸入品と称するすべての媚薬はとくに使用しないよう警告している。ヤクヨウニンジンの根 ら製した薬だけが医者 お眼鏡に適っていた。周 のように フロベールは、オリエント旅行への出発間際に、カンタリスのドロッ
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を用いないこともあ ば、用いることもある。塗布 を用 いばあいは、手のひらかフランネルまた ウールのブラシを用い行う。塗布剤を用い ばあいは、液体を浸した織物を使う モンダはこのためにサージを用いて る。摩擦する場所は脊柱、会陰部、陰茎基部などで こ 方法には「興奮を受け 同時に興奮
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ボーは不能の患者に れいな若い女性の間で寝 よう助言してるが、これは温熱療法というよりはむしろ催淫療法 近い
逆説的なことだが、冷たいものに触れるとその後その部分が熱





















不足と戦うための治療法 あることがよく分からないかもしれない。臨床医はたいてい、これらの治療を組み合わせている。例えばルボーは、性器に特化した物理療法に磨きをかけている。彼はまず、毎朝、性器と会陰部に冷 いローションを塗 ように助言し、次いで、彼が調合を教える「刺激剤」を使って、性交 一・二時間前に最低十分間会陰部と陰茎基部を摩擦す う男 に指示する。そのうえで、患者は局 アロマ薫蒸を行な ながら接吻と「好色な愛撫」を受けるこ にな 。この加療 可能にるためには、患者は裸のまま穴を開けた椅子か肘掛け椅子に浅く
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しかし、治療の面目を一新するよう 新たな療法も る。その筆頭に挙げられるのが、デュシェンヌ・ド・ブローニュが成功を収めた一連の電気療法である。精嚢と射精管と尿道を刺激するため深部にまで治療作用を及ぼしたいと思っていた ボーは、電気が
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よう指導していたことはすでに見た。最悪のばあい、医者は患者に、徐々に諦める勇気をもたせることも必要になるだろう。シヴィアルによれば、ことこの件にかんしては、どの患者もその人特有の用心が必要になるという。 「生殖 かかわる完全な倒錯」のばあい、肉体的な被刺激性を治療しても無駄だとルボーは言う。このような病には 心の治療 か対応できないからである
ある男性が、一八四八年二月の革命直後、ロンドンで贅沢な暮
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は説得に賭けている。パートナー間における「性交失敗」 ケースで 、医者はなによりもまず、自分 治療法は有効で、かな
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癒はしばしば絶望的である。
女性の性的情熱を緩和するとき、医者は食餌療法や生活習慣に
働きかけ、古代の薬局方を使う必要があることはもちろんだが、それ以上に監視や、さらには強制権の発動にまで及び、社会環境に合わせた心の治療に訴える。性 過剰や濫用 よって惹起される個人の荒廃にたいする天罰、独りで、夫婦で、 いは集団で耽るこうした放蕩 は、不調な性的情熱をただ蘇生させるためだけのばあいよりも広範な療法が不可欠になってくる。監視や強制権の発動とはいっても、医学的言説のなかでは 真懲罰的な企図が随伴する けではない。臨床医は情報を与え、予防し、治療するために存在するの あって 罰するために存在するわけではないからである。手淫の脅威がその強い影響力 発揮する裏には、こうし 事情が存在する。欲望の濫用にたいする闘いとな と、若い男女が医者の主なターゲット な 。ただし、忘れな ようにしよう。医者の多くが、女性の過剰な好色さを不妊の原因と考えていたの あった。そこから、常軌を逸した夫婦の房事にたいする闘いも避 て通ることは き い。
患者が若い娘のばあい、臨床医が私生活の中心に介入するため
には、母親のサポートがぜひとも必要になる 悪習を予感させる徴候が、若い患者 向けられた臨床医 眼差しをもってしても看破できる段階に達していな き、それらをまず監視し、探り出し、看破す のは 仕事である。娘の様子がど となくぎこ













助けを求めるよ ロジエ医師は忠告している。そのうえ、娘は、欲望を満たすのにあまりに好都合 「部屋や、あらゆる奥まった場所」を避けなければら 。また、人通りの少ない「自然の逃げ場」は避ける必要があるだろう ただ うなると、この療法はエロティック文学を地で行っているよ なものであ 。
アラン・コルバン著『快楽の調和』より（ 7 ）
社会学部論叢　第21巻第 2 号2011. 3〔42〕
15
患者が少年のばあい、より正確に言えば、思春期直前の少年の
























ドイツの教育者の一群が、自らの権威を強固にする め 手淫にたいする闘いを利用した。たしかに 性的行動が全体的な行動と精神的な特徴を反映している いうテーマを論じ とき 、まずもって例として挙げられる がオナニストである。宗教的な罪であると同時に病気とされていたものとの闘いは 教育学 その固有分野を確立しようとして たこのとき、とりわけドイツにおいて、教育に認められて た高い価値を強化する働きがあった 繊維状組織と神経に認められる重要性を考慮するようになったその結果、身体が以前よりも脆弱なものとし 立ち現れ 自己の保健衛生と感情の分析をより深く、 り完璧なものにしよう いう動きが出てきて、教育学者たちは、乳母、里親、家政婦、家庭教師さらには聴罪司祭を批判する めに 孤独 悪習 糾弾するキャンペーンを足がかりにするこ ができたのであ 。 はいえ、フ
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ランスでは、こうした展開はドイツほど明瞭ではなかったようである。
欲望が抑えられないところまで行くと、強制権の発動が避けら









ティソの系譜を思わせるこうした描写は、性的快楽にたいする欲望がいかに抑えがたく、その暴力を緩和することがいか 難しいと医者たちが考えてい か あますところなく伝えている。手淫と不随意の精液漏と不能のあいだを知らぬまに移動したり、さらにはそれらをごっちゃにしているところか 、三者の縺れをほどこうとする者がぶつかる困難のほどが偲ばれる文章である。それはまた、今日、不幸なアミエルの置かれていた状況を理解しようとする文学史家の困難でもあった。
固有の意味の手淫を阻止するために考案された器具はじつにお





一八二七年、シモン医師は、両手をベッド 柵に括りつけるという実に単純なやり を勧めている。デランドはこの方法をさらに精密化し、手ばかりでなく足も括るようにさせた。背中を閉じ袖が交差して腕が胸の上に来るよう したキャミソールも推奨し
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弱させるもっと穏やかな方法もある。デランドは、陰嚢に氷や蛭をあてたり、冷たいパップ剤を貼ったりする方法を指示してい一八四五年、ラスパーユは樟脳入り パンツを使うか、やはり樟脳の粉末を大量に撒いた層で性器を覆う方法 勧めている。樟脳の粉末層はマットレスとシーツの間に敷くと良 とラスパーユ言う。
一八四二年、ラルマン教授は二十五歳の患者の症例を発表して





切除する。治癒には二週間 かからなかった 奇蹟の治療を成し遂げたこの専門医の果てしない著作には、長い殉教史が繰り広げられており、ここに挙げた症例はそのささやかな一例に過ぎ い。
さる高名な医師の息子Ｍ． Ｄ． は八歳のとき陰茎にコートハン




マンのこの患者 孤独な悪習から逃れようとした。 か る摩擦も回避するため、彼はいちばん硬いベッドに下着も着ず 寝て、上掛けは一枚だけにし それも直接触 ないよう 輪を入れ、
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ルマンはこの器具の評価にためらいを見せている。ひっきりなしに勃起を引き起こし、したがって逆説的なことに、勃起を促してしまうというのである。ラルマンは、これにとどまらず、あらゆる道具とバンドに明らかな懐疑を示し 、この先、手淫恐怖症が、きわめて緩慢と いえ、確実に衰退してゆく とを予想させてくれる。
お気づきになられたように、ここまでの症例はすべて強制権の






































かも、 「この種の患者 とりわけ できるだけベッドに寝 いてはいけない」 。
男性を診察しているラルマンは、いっそう細かい指示を与え、
性的興奮をそそ グレアムのベッドに対置すべき医療器具さえ考
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が『男性の身体教育』という概論（一八一五年）のなかですでに禁じている。その概論で彼は、例えば少女に揺り木馬を禁じ、少年に階段の手すりを跨って滑り降りたり、滑らかなロープ 使ったりすることを禁じている。オーギュスト・ドゥベーは一八四八年に刊行されたその著書『結婚の健康 生理』の かで、床に就く前には、疲れるまで井戸の水を汲み上げるとか コーヒー豆を挽くとか、ロープを巻き上げ など 運動をす 方がよ と若い男性に助言している。一八五五年には、クロムランクがそ 著書『社交会の人士のための人類学概論』のなかで、これと同じ目的のために、平行棒を部屋に設置することを勧めている。
体力のない若い女性は、平行棒のような遊びの代わりに、シー
ソーやぶらんこを使ったり、 「船乗り」をしたりし もよいとされている。例えばロジエは、未婚女性に水上散歩を勧め、 「軽量ボート」漕ぎを習ってもらいたいと書いている。 れ 同 観点から、ラルマンは体育館の充実を要求する。以後一世紀以上にわたって、運動とスポーツは、性道徳 保障 最良の手段 見な
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これらの調合薬に反対している。欲望を和らげる薬局方は、無性欲症治療のための 局方に比べて著しく限られていた。おそらく、自らを欲望過剰の犠牲者だと感じ 男女より 、自らに性的刺激を与えたいと思う患者の数が上回っ たからだろう。前者は依然として適切な瀉血をしたり、刺激の中枢部を蛭に吸わせたりして治療していたのかもしれない。
医者たちは、患者の性的情熱を鎮めるために、実は、とりわけ










門医と同じように、孤独な悪習の恐ろしさを見せるため 造られたベルトラン医師 博物館をぜひ訪れるよ 勧めてい 。これ
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に見 ように、冷感症の女性を刺激する とのできるエロティックなイメージも、快楽にたい 過度に貪欲な人に 有害な結果をもたらすのである。
幸いなことに、医者によれば、激しい欲望を緩和できる知的活
























ルナルダン・ド・サン＝ピエールの『自 の教育』 ゲスナーの『田園恋愛詩集』 、アベ・プレヴォーの推薦す 旅行書 ラ・
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い、とデランドは言う。 同時に、不能のばあ はとくに、希望を失わせないようにする必要がある。この点に関するかぎり医者と聴罪司祭とのあ だでは意見の一致を見て る。もっとも、デキュレはこの両者に共同戦線を張るよう 勧め が。
デランドは、手淫常習者にたいしてかけるべき言葉のこんなモ





すべて、特に夫婦間の〈良き性交〉を目指している。夫婦間の〈良き性交〉は、医学が考えるエロティックなものによって定義された深い性的快楽の威光に包 れている。安楽で 規則的で、穏やかな環境において肉体を結合させ、その先で母親になる欲望を満たしてくれるからである。侵犯 感覚によってもたらされる性的快楽の対極にある。 「統制された」売春もまた医者によっ
て推奨されており、ある意味で、このモデルをなぞっている。こうした売春は夫婦関係をできるだけ妨害せず、したがって、害悪を最小限にとどめなければならない。しかも、すでに見たように、金銭で解決のつく女性は治療において活性剤の役割を果たすことができる。
節欲、過剰、濫用がもたらす、衛生上、社会上の悲惨な結果を
回避できるのは、家庭医 よって調整された夫婦の 的交わりだけである。医者たちはさまざまな療法を練り上げてきたが、カピュロン医師が冷静にこうまとめている。夫婦に情熱と活力がありすぎるときには臨床医 夫婦を和らげ、熱が足 ないと には刺激できな ればならない。こうした治療の楽観論を反映した好例を最後にいくつか挙げてみよう。
妻がリンパ質の夫婦のばあい、異性にたいする敬意も、また家
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まな治療法を組み合わせた一覧表を作成している。妻が「性行為に過剰 情熱を見せているばあい、 ［…］入浴、刺激の少ない食事、清涼飲料水など、穏やかな食餌や生活による療法を勧めると良く、とりわけ一カップあたりスプーン一杯の石灰水を落とした冷たいミルクに効果がある。普段より長い散歩や旅行はとりわけ効果が期待できる」 。夫婦の営みには「一定の間を置くか、少なくとも、感覚の快楽 一定の抑制 持ち込むべきである その反対のばあい、つまり妻が［…］夫婦の愛撫に冷淡 ったり無関心であったりするばあい、田舎 空気、刺激や活力を与える入浴、とりわけ海水浴や、フォルジュ、サン＝タルバン、ヴィシー、エクス＝ラ＝シャペル バレージュ、エクス＝アン＝サヴォワの温泉のような鉄分と硫黄分に富んだ温泉がお勧めである。また、しっかりとした食品、黒肉、卵、こくのあるワイン、ココア、サレップ
〔ある種の洋ランの球根から抽出される粘液〕
、セロリ、
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